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◇特集/技術解説・□□□□■◇

　今回は，改めて，「非開削のススメ」

について記したい。公共工事の発注

で，「総合評価方式」の採用が一般化

するなか，非開削の魅力，隠れた利点

を再確認したい。

　「公共工事の品質確保の促進に関す

る法律」いわゆる“品確法”が世に定

着しつつあるようだ。いろいろな立場

の人の口々にも，“品確”，“品格”が

頻繁にのぼるようになった。これで，

世の中少しでも良くなっていただき

たい。この品確法，特に，公共工事そ

のものに高い品質を求めていること

が最大の特徴だ。素晴らしい高度な非

開削技術を身に付けた者が，社会から

適切な評価と報酬を得て，社会貢献の

自負と次なる技術開発への意欲にみ

なぎり，日々の業務に活々と励むこ

と，これこそ「美しい日本」の基本で

はないだろうか。

　ここで，口径1,000mmの下水道管

渠を，道路下土被り3mの位置に延長

100m敷設する工事を想定してみよう。

工事手法は，開削工法と非開削・推進

工法を考える。

　まず，工事に伴う道路交通への影

響をみてみよう。開削工事では，延

長100mに渡り，幅2m弱で全面的に

道路上から掘削する。土留材の設置，

撤去や土砂掘削の作業を考えれば，工

事用のバリケードで囲む幅は5m程度

にはなろう。仮に，歩道にかかるよう

であれば，歩行者用迂回路を設ける。

誘導員がいたとしても，段差のある狭

い通路は足の弱いお年寄りには酷だ。

勿論，車道は少なくとも一車線，延長

100mに渡り，全面交通規制となる。

片側一車線しかない道路なら，この工

事区間全線が片側相互交通となり，大

渋滞だ。迂回する車もあり，周辺の道

路も混雑するだろう。

　この渋滞，ただ目に映る現象だけに

は止まらない。交通規制で渋滞が起こ

れば，その間，車の停止，発進，アイ

ドリングなどの騒音，あるいは大気汚

染物質であるNOx，SOxの発生量増

大は必至だ。また，人の移動時間，物

の輸送時間の増大は，そのまま経済損

失に繋がる。そして，見逃せないのが

ドライバーの心理状態だ。渋滞による

焦りとイライラで，交通規制箇所前後

の交通事故発生頻度が高まると指摘

する声もある。

　一方，非開削・推進工事であれば，

道路を使用して掘削するのは，工事区

間の両端に設ける発進・到達の立坑

のみ。その影響は，開削工事と比べる

までもなく軽微だ。

　次に，両工事手法での掘削土量をみ

てみよう。開削工事では，管の土被り

が3mとしても，掘削する深さは，管

の基礎工の床付けまで，凡そ4.5m以

上となろう。その深さで，幅2m，延

長100mでの掘削土量はかなりである。

その際，土留材の設置，撤去，土砂の

掘削，残土の運搬，処分，最後に埋め

戻しの工程が繋がる。これらに使用さ

れる建設重機等の種類，延べ台数は如

何ほどか。その稼動に伴う騒音，振動

はどんなものか。そして，注目しなけ

ればならない事項が，地球温暖化対策

で敵視される二酸化炭素CO2の発生

量だ。厳密な試算は難しいが，それは

かなりなものと言えよう。社会活動全

般にわたるCO2削減対策やクールビ

ズへの努力など，簡単に帳消しにして

しまうかも知れない。

　一方，非開削・推進工事であれば，

管の埋設深まで掘るのは立坑部分だ

け。管路部分は，それこそ管が入る部

分をその大きさで地山を掘るだけだ。

口径1,000mmの推進管であれば，管

の外径は1.2m，管路部の掘削断面積

は（1.22×3 .14÷4）程度。それに延

長は100m弱。開削工事とは比較にな

らない。まして，街中での中規模以上

の推進工事では，掘進機の動力は市中

電源を使用するため，クリーンである。

　掘削工事に関連し，建設作業に伴う

安全対策や，地震時の地盤の液状化現

象への対応など，まだまだ両工法を比

較評価する項目が残るが，誌面の制約

もあり，“次回に続く”としておこう。
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